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議案第１０５号 

退隠料等に関する条例の一部改正について 

退隠料等に関する条例の一部を改正する条例を次のように制定する。 

令和６年９月２日提出 

                          上越市長  中 川 幹 太 

 

退隠料等に関する条例の一部を改正する条例 

退隠料等に関する条例（昭和４７年上越市条例第４号）の一部を次のように改正する。 

第４条第１項の表右欄中「平成１２年４月分」を「令和６年４月分」に、      

「１，１３２，７００円」を「１，１６３，３００円」に、「８４９，５００円」を  

「８７２，４００円」に、「６７９，６００円」を「６９７，９００円」に、     

「５６６，４００円」を「５８３，７００円」に、「７９２，０００円」を      

「８１３，４００円」に、「５９４，０００円」を「６１０，０００円」に、     

「４７５，２００円」を「４８８，０００円」に、「３９８，０００円」を      

「４１５，７００円」に、「平成１２年３月３１日」を「令和６年３月３１日」に改める。 

附  則 

  （施行期日等） 

１ この条例は、公布の日から施行し、令和６年４月１日から適用する。 

（退隠料及び遺族扶助料の年額の改定） 

２  退隠料及び遺族扶助料については、令和６年４月分以降、これらの年額を、これらの年

額の計算の基礎となっている給料年額にそれぞれ対応する次の表の右欄に掲げる仮定給料

年額を退職又は死亡当時の給料年額とみなし、改正後の退隠料等に関する条例の規定によ

って算出して得た年額（５０円未満の端数があるときはこれを切り捨て、５０円以上  

１００円未満の端数があるときはこれを１００円に切り上げる。）に改定する。 

退隠料及び遺族扶助料の年額の計算の

基礎となっている給料年額 
仮定給料年額 

１，１４７，０００円 １，１７８，０００円 

１，１９７，８００円 １，２３０，１００円 

１，２５０，０００円 １，２８３，８００円 

１，３０１，７００円 １，３３６，８００円 

１，３５４，６００円 １，３９１，２００円 

１，３８７，４００円 １，４２４，９００円 

１，４２０，３００円 １，４５８，６００円 

１，４５７，６００円 １，４９７，０００円 

１，５１０，８００円 １，５５１，６００円 

１，５５６，６００円 １，５９８，６００円 
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１，５９９，４００円 １，６４２，６００円 

１，６５１，０００円 １，６９５，６００円 

１，７０３，１００円 １，７４９，１００円 

１，７５９，８００円 １，８０７，３００円 

１，８１７，２００円 １，８６６，３００円 

１，８８８，７００円 １，９３９，７００円 

１，９３３，９００円 １，９８６，１００円 

１，９９２，０００円 ２，０４５，８００円 

２，０４８，７００円 ２，１０４，０００円 

２，１６１，０００円 ２，２１９，３００円 

２，１９１，２００円 ２，２５０，４００円 

２，２７７，８００円 ２，３３９，３００円 

２，３９２，８００円 ２，４５７，４００円 

２，５２０，０００円 ２，５８８，０００円 

２，５８４，９００円 ２，６５４，７００円 

２，６４６，８００円 ２，７１８，３００円 

２，７３５，２００円 ２，８０９，１００円 

２，７８７，３００円 ２，８６２，６００円 

２，９３８，０００円 ３，０１７，３００円 

３，０１２，９００円 ３，０９４，２００円 

３，０９０，９００円 ３，１７４，４００円 

３，２４１，４００円 ３，３２８，９００円 

３，３９３，０００円 ３，４８４，６００円 

３，４３２，６００円 ３，５２５，３００円 

３，５５７，９００円 ３，６５４，０００円 

３，７３５，７００円 ３，８３６，６００円 

３，９１１，９００円 ４，０１７，５００円 

４，０２０，６００円 ４，１２９，２００円 

４，１２６，７００円 ４，２３８，１００円 

４，３４２，０００円 ４，４５９，２００円 

４，５５２，８００円 ４，６７５，７００円 

４，５９４，２００円 ４，７１８，２００円 

４，７５８，０００円 ４，８８６，５００円 

４，９６４，６００円 ５，０９８，６００円 

５，１７０，１００円 ５，３０９，７００円 

５，３７４，２００円 ５，５１９，３００円 

５，５０３，１００円 ５，６５１，７００円 

５，６４０，４００円 ５，７９２，７００円 

５，９０４，９００円 ６，０６４，３００円 

退隠料及び遺族扶助料の年額の計算の基礎となっている給料年額が     

１，１４７，０００円未満の場合又は５，９０４，９００円を超える場合におい

ては、その年額に１．０２７を乗じて得た額（５０円未満の端数があるときはこ

れを切り捨て、５０円以上１００円未満の端数があるときはこれを１００円に切

り上げる。）を、仮定給料年額とする。 

 


